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大学在学中に戦後７５年の節目の年がありました。私は大学で日本史を専攻しており、その年に近現代史、

特に第二次世界大戦を学び直しました。戦争の悲惨さを再確認し、日本の平和に貢献できる人間になりたい
と思いました。このため、日本の平和を守っている自衛隊、その中でも海上自衛隊幹部候補生学校への入校
を志願しました。

入隊・入校の動機はなんですか？

近況は？（自衛隊生活、休日の過ごし方、最近のエピソード等）
海上自衛隊幹部候補生学校の平日の訓練はとても厳しいです。しかし苦しいのは自分だけではありませ
ん。同期と助け合いながら乗り越えていくものなので、とてもやりがいがあります。また休日は、その同期た
ちと楽しく過ごしているのでメリハリがあってとても毎日が充実しています。

入隊・入校して感じたことは？（良かったこと、気持ちの変化、自衛隊のイメージ、抱負等）

私が日々訓練を行っている海上自衛隊幹部候補生学校は同期の存在がとても大切です。一生懸命頑張っ

ていれば、その頑張りに同期は気づいてくれ、自分が困ったときは助けてくれます。このように私は、自衛隊に
入隊して同期との絆がとても大切なものだと感じました。これからもこの絆を大切に日々を過ごしていきたいと
思います。

母校の人々へのメッセージ（後輩宛て、先生宛てなど自由に）
自分の進路に迷っている人もいると思います。私から言えることは、自分の気持ちを大切にしてくださいと
いうことです。曖昧な気持ちのまま妥協すれば、必ず後悔します。将来、後悔しないためにも本当に自分が
したいことを見つけて、その実現のために全力で努力してください。そうすれば明るい未来が待っていると思
います。
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「日本の平和に貢献できる
人間になりたい」


